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１．研究目的 

コンクリートブロック舗装は，海外では，輪荷重

の大きい車両が走行するコンテナヤードや産業ヤー

ド等の舗装に広く採用されている．近年では，我が

国においても，たわみ性舗装の一種であるブロック

舗装の適用例が増してきた（写真 1）．しかし，たわ

み性舗装であっても，瀝青舗装を輪荷重の大きい産

業ヤードに適用すると，瀝青材の流動によるわだち

掘れや摩耗が発生しやすい． 
一方，剛性舗装であるコンクリート舗装では，ひ

び割れの発生防止に，版厚を大きくする必要がある．

また，油圧ショベルなどの覆帯が走行する産業ヤー

ドでは，停止，発進，据え切り，ねじれなどによる

摩耗への対策が必要となり，鋼板敷が施工されるこ

とが多い．しかし，鋼板にそり，段差，ずれなどが

発生し，耐久性上の課題が残されている． 
ブロック舗装は，規則正しい目地を有しているた

め，構造的にはたわみ性理論が適用できることが，

国内外の施工実績から確認されている．そのため，

接地圧に比べて輪荷重の大きい産業ヤードなどの舗

装には，路盤の支持力をより反映できるたわみ性舗

装の方が，設計施工上合理的となる可能性がある． 
以上より，たわみ性舗装の一種であるコンクリー

トブロック舗装に用いるコンクリートの耐摩耗性を

向上できれば，産業ヤード等の舗装の耐久性向上と

合理化を図れると考えられる． 
本研究では，海岸・河川構造物の耐摩耗性を向上

できることが明らかになっている 1）粒度調整セメン

ト（以下，MGC と略す）の採用が，舗装に対する

耐摩耗性に及ぼす影響を実験的に検討した． 
２．実験の概要 
摩耗試験には，ラベリング試験機（写真 2）を用

いた．これは，スパイクチェーンを装着した車輪が 
供試体上を回転走行した際に生じる摩耗深さを測定

し，耐摩耗性を評価する試験である．なお，スパイ

クチェーンの交換は，シリーズ 1 および 2 では，そ

れぞれ走行回数 2 万回ごとおよび 5 万回とした． 

耐摩耗性は粗骨材の影響を強く受けるため，MGC
コンクリートでは表 1 に示した 3 種類を用いた．コ
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写真 1 大阪市内のコンテナヤード 

 

 
写真 2 ラベリング試験機 

 

表 1 骨材の物理的性質 

骨

材 
産地 

表乾密度

（g/cm³） 

粗粒

率 

すり減

り減量

（％） 

安定性 

（％） 

S 長野県下伊那郡

天竜川（天竜） 
2.63 2.73 - - 

S 
埼玉県上里町神

流川産川砂（神

流川） 

2.60 2.93 - - 

G 愛知県豊川市産

砕石（音羽） 
2.64 6.29 17.4 2.9 

G 愛知県豊橋市産

砕石（鶴田） 
2.99 6.38 11.1 1.5 

G 埼玉県皆野町産

砕石（秩父） 
2.68 6.64 22.9 4.0 
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ンクリートの配合条件は，表 2 および表 3 に示すと

おりである． 
３．実験結果及び考察 

シリーズ 1 および 2 の最大摩耗深さの平均値（3
供試体の平均値）と車輪の走行回数の関係は，それ

ぞれ図 1 および図 2 に示すとおりである．MGC コ

ンクリートの最大摩耗深さは，一般舗装用コンクリ

ートおよび舗装用スランプ 5cm（N_C）など一般コ

ンクリートに比べて小さくなっている．粗骨材の中

では，音羽砕石が耐摩耗性に最も優れており，骨材

のすり減り減量との明確な関係はみられなかった．

また，鋼繊維（FM）混入の影響も小さいようであっ

た． 
音羽砕石を用いたシリーズ 2 で最大摩耗深さを比

較すると，MGC の採用により，モルタルでは約 1/2，
コンクリートでは約 2/3 となった．これは，MGC モ

ルタル（MGC _M）の耐摩耗性の改善効果が，粗骨

材の影響により，少し薄れたことによると考えられ

る．最大摩耗深さが舗装用スランプ 5cm とほぼ同一

となるまでの車輪の走行回数は，MGC 高流動

（MGC_H）で 1.5～2 倍，MGC ポストパックド

（MGC_PP）および MGC プレス成型（MGC_PM）

で 2～3 倍となった．この差は，単位粗骨材量が大き

くなるように成型した方が耐摩耗性に優れていたこ

とから，粗骨材は MGC モルタルよりも耐摩耗性に

優れていると考えられる． 
４．まとめ 
 今回の実験の結果，以下のことが明らかとなった． 
1）粒度調整セメント（MGC）コンクリートの採用

により，耐摩耗性を改善できる． 
2）鋼繊維の添加による耐摩耗性への影響は小さい． 
3）粒度調整セメント（MGC）コンクリートを採用

した場合でも，単位粗骨材量が大きくなるポスト

パックド工法やプレス成型とすることにより，耐

摩耗性はさらに向上できる． 
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図 1 最大摩耗深さの平均値と車輪の走行回数の

関係（シリーズ 1） 

 
図 2 最大摩耗深さの平均値と車輪の走行回数の

関係（シリーズ 2） 
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表 3 シリーズ 2の配合条件 

配合名 骨材 W/C（％） 単位水量 

一般ﾓﾙﾀﾙ：N_M 

音羽 

47.4 226 
MGC ﾓﾙﾀﾙ：MGC_M 23.5 215 
舗装用ｽﾗﾝﾌﾟ 5cm：N_C 47.7 182 
MGC 高流動：MGC_H 23.5 130 
MGC ﾎﾟｽﾄﾊﾟｯｸﾄﾞ：MGC_PP 23.5 215 
MGC ﾌﾟﾚｽ成型：MGC_PM 23.5 215 

 チェーン交換 

表 2 シリーズ 1の配合条件 

配合名 骨材 W/C（％） 単位水量 

一般舗装用 秩父 47.0 140 
音羽 MGC 音羽 21.0 117 
鶴田 MGC 鶴田 21.0 121 
鶴田（FM）MGC 鶴田 21.0 126 
秩父 MGC 秩父 21.0 117 
秩父（FM）MGC 秩父 21.0 126 
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